
中山間地域等直接支払事業
について

埼玉県農林部
農業ビジネス支援課
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（資料1）



中山間地域等直接支払制度とは
農業生産条件の不利な中山間地域において、集落等を単位に、農用地を維持・管理
していくための取り決め（協定）を締結し、それに従って５年間以上農業生産活動
を行う場合に交付金を交付する制度。

平成１２年度の創設以降、第１期～第３期対策まで実施し、平成２７年度から第４
期対策（平成２７年度～令和元年度）が開始。

地目・傾斜 単価

田（1/20以上） 21,000円

畑（15°以上） 11,500円

急傾斜 ※10aあたり

地目・傾斜 単価

田（1/100以上） 8,000円

畑（8°以上） 3,500円

緩傾斜
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交付単価
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協定の取組事項

〇集落マスタープラン【全協定必須】

・１０～１５年後の集落の将来像を見据えた、５年間の活動内容及びスケジュール

①農業生産活動等として取り組むべき事項：基礎単価（単価の８割を交付）

・耕作放棄の防止活動 ・農道・水路の管理補修 ・多面的機能を増進する活動

②自律的継続的な農業生産活動等：体制整備単価（①+②の活動により単価の１０割を交付）

・農用地保全管理体制整備に加えて、下記A～C要件の一つを選択

・A要件（生産性の向上）・B要件（新たな協定参加者確保）・C要件（集団的かつ持続可能な体制整備）

〇【任意事項】

・加算措置

・集落戦略の作成等
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※締結した協定の取組活動を5年間以上継続して実施することで交付



令和元年度の制度改正について
※ 加算措置が拡充されました

モデル的な優良地区で該当する取組を実施する
場合、交付金額がさらに加算されます。
（試行的な取組のため、令和元年度のみ実施）

毛呂山町・滝ノ入集落
[8.5ha・812千円（加算額除く）] 加算額:210千円※精査中

【取組内容】…ユズの収穫ボランティアによる外部人材の活用

当該地域では、近年高齢
化等により収穫しきれない
ユズが多くあるため、外部
人材を活用して、収穫して
もらうとともに、都市・農
村交流を図ります。
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平成３０年度実績

13市町村、62協定で実施（H29比：±0協定）

交付面積：347ha（H29比：±０ha）

交付金額：30,866千円（H29比：△20千円）

東秩父村・上ノ貝戸集落(H30の様子)

ハナモモを植栽し、地域の景観形成、
農家の所得向上を図っている。

平成30年度に国の「豊かなむらづくり
全国表彰事業」で上ノ貝戸集落の取組が
関東農政局長賞を受賞しました。
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令和元年度事業実施計画

13市町村、62協定で実施（H30比：±0協定）

交付面積：347ha（H30比：±０ha）

交付金額：31,069千円（H30比：＋203千円）

横瀬町後田集落協定

令和元年度に、一部協定農用地を
「田」→「畑」に変換

所得向上に向け、観光農園の直売所等
で販売するぶどうの栽培を実施予定
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